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HTML5のはじまり

HTMLは HyperText Markup
Languageの省略形で，Web文書を記
述するための言語です．Web文書は
単なるテキストではなく，リンクによ
ってテキスト同士がインターネット上
で結びつけられていますので，ハイパ
ーテキストと呼ばれるテキストを拡張
したものの一つになります．マークア
ップとは，文書中のリンクや段落など
をテキストファイル中で指定する方法
の一つで，HTMLではタグ（tag）と呼
ばれる文字列で指定しています．タグ
によるマークアップは構造化文書の
ISO標準であるSGML（Standard
General Markup Language）に基づ
くもので，その意味ではHTMLは
SGMLで定義された言語の一つに過ぎ
ません．
HTML5はこのHTMLの5番目のバー
ジョンにあたります．HTMLのバージ
ョンの変遷については図1を見て下さ
い．HTML5の一つ前のバージョンの
HTML4.01は1999年に完成し，仕様策
定を行っているWorld Wide Web
Consortium（W3C）では，SGMLの改
良版であるXML（Extensible Markup

Language）に基づくXHTMLに移行さ
せようとしましたが，XMLの文法の厳
しさや複雑さのために普及させるのが
難しく，また，XHTML2.0の仕様策定
にも時間がかかってしまったこともあ
り，Webコミュニティからの興味も離
れてしまい，10年にわたるXHTML2.0
への努力は，完成を見ずに放棄される
ことになってしまいました．
この間にWebはWeb2.0の時代に突入
し，単なる文書の閲覧だけではなく，
YouTubeなどのオンラインビデオの視

聴や，SNSやblogなどのWebアプリケ
ーションの基盤としての役割が大きく
なっていきました．これに伴い，
HTMLに対する機能追加などの要求も
大きくなったのですが，堅い仕様の
XHTMLでは対応できなく，Webコミ
ュニティは新たな仕様としてHTML5を
作成する方向に動きました．HTML5の
仕様は2012年春に完成する予定で，今，
仕様策定の最終段階に入っています．
W3CからはすでにHTML5のロゴも発
表されています（図2）.
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図1 HTMLのバージョン変遷
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HTML5はSGMLでもXMLで
もない?

H T M L 5 の 名 前 か ら す る と ，
HTML4.01の後継でSGMLに基づく言
語であり，XMLに基づくXHTML系列
から外れた言語と想像されそうです
が，実際には，HTML5はSGMLや
XMLの縛りから独立し，Webページ
を記述する語彙とAPI（Application
Programming Interface）を定義した
もので，構文としては従来通りHTML

としても書くこともできますし，
XMLに基づくXHTMLの形で書くこと
もできるようになっています．
HTML5は文字列からなる構文にこだ
わるのではなく，HTMLとしての構造
を重視していて，その意味ではSGML
であってもXMLであっても本質的に
異なるものではありません．
構文で問題になるのは，文法上の間
違いの取り扱いで，これまでのHTML
では，間違いの対処方法についてはそ
れぞれのブラウザにまかされていて，

そのためにブラウザ間で表示が異なっ
たりしていました．これに対処するた
めにも，より厳密な文法を持つXMLに
従ったものに移行しようとしたのです
が，文法間違いのページをWebからな
くすのは難しく，移行は進みませんで
した．そこで，HTML5では，間違った
ものの対処方法までを規定することに
よって，ブラウザ間での解釈の違いを
なくし，どのブラウザでも同じように
表示できるようにしようとしています．

図2 W3C HTML5ロゴ

HTMLだけではWebページは
作れない

HTMLはWebページの記述言語です
が，HTMLだけでWebページができ上
がっているわけではありません．
HTMLはWebページの内容を記述する
言語であり，その表示や装飾について
はCSS（Cascading StyleSheet），動
的な動作についてはJavaScriptによっ
て記述されることが多く，これらが連
係してはじめて機能的できれいな
Webページを作ることができます．
HTML5ではこれらの連係についても
ブラウザ間での振舞いが異ならないよ
うに規定がなされています．これによ
って，HTML5をブラウザによらない
Webアプリケーションの基盤として
利用することが可能となり，PC上の
ブラウザだけでなく，スマートフォン
などの携帯端末のブラウザにおいて
も，同じWebアプリケーションが利
用可能になります（図3）．

また，XMLの機能を使って結合す
ることを前提としていたため，HTML
に組込むことが難しかった数式のため
のMathML，および，グラフィックス
のSVG（Scalable Vector Graphics）

についても，HTML5ではその組込み
が定義されていますので，さまざまな
ブラウザで共通に利用することができ
る可能性が高くなると期待できます．

< !DOCTYPE  html>
<html>
<head>
<title>．．．</title>
</head>
<body>
<h1>．．．</h1>
<section>
．．．
．．．
</body>
</html>

body｛
　color：．．．；
　font：．．．；
}

h1｛
　text－align：．．．；
　．．．
}

function load（script）｛
．．．
}
function init（）｛
．．．
}
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図3 HTML+CSS+JavaScript
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HTML5はHTML4.01の上位
互換

HTML4.01のマークアップのほと
んどを，HTML5でも使うことがで
きますが，非推奨であった<font>や
<center>などの本来CSSで指定すべ
き表示に関するものは，廃止されて
います．また，頭字語の<acronym>
と略語の<abbr>の違いが不明確で
したが，HTML5では<abbr>に統一
されています．

video

YouTubeのようなオンラインのビ
デオ共有サイトが人気ですが，その
視聴には，プレーヤをプラグインと
して導入する必要がありました．
HTML5では，<video>により動画を
埋め込むことが可能で，動画に対す
る再生などの操作をJavaScriptから
制御することができます．これまで，
埋め込まれた動画の操作は埋め込ま
れたソフトにまかされていました
が，HTML5では埋め込まれた動画
の種類や方式にかかわらず，統一的
にJavaScriptから制御が可能にな
り，再生・停止などのパネルなどを
統一的に作ったり，他の部分との連
係なども可能になります．音声に対
しては同様に，<audio>が用意され
ています．図4に動画やcanvasなど
を含んだHTML5のコーディング例
を示します．

canvas

HTML5の新しい機能として注目が大
きいのが，任意のグラフィックスを描
画可能な<canvas>です．これまで動

的なグラフィックスにはFlashが使われ
てきましたが，Flashのブラグインがな
い環境では，見ることも操作すること
もできませんでした．<canvas>を使
うと，JavaScriptによって同じような

ことを実現可能で，HTML5をサポー
トする環境で，すべて動作させること
ができます．実際，ゲームを含めてか
なり高度な動的グラフィックスが実装
されていたりします．

セクション

HTML5には，セクション（節）とい
う概念が新しく導入されています．
これまで，HTMLでは<h1>などで見
出しを付けることができても，それ
がどこまでの範囲の部分に対する見
出しなのかは明確には定義されてい
ませんでした．HTML5では<sec-
tion>や<article>によって明示的にセ
クションを定義したり，<h1>-<h6>
のレベルによって明確にセクション

が定義されます．Webページ内の一
つの記事やblogエントリーなどの独
立した内容は，<article>を使ってセ
クションにします．<aside>は，主の
内容ではないセクションを意味し，
<nav>は，ナビゲーションのための
リンクを含んだセクションを表しま
す．また，セクション内においても，
導入部分を表す<header>や主に最後
使う<footer>などもあり，HTML5で
は，Webページを部品毎に分割する
仕掛けが用意されています．

図4 HTML5のコーディング例

<!DOCTYPE html>
<html>
<head>
<meta charset="UTF8">
<title>HTML5 Sample Page</title>
<script type="text/javascript">
onload = function() {draw();};
function draw() {
var canvas = document.getElementById('example');
var ctx = canvas.getContext('2d');
......
}
</script>
</head>
<body>
<header>
<hgroup>
<h1>HTML5例</h1>
<h2>次世代標準</h2>

</hgroup>
<nav>
<li><a href="/">home</a></li>
<li><a href="/sample/">HTML5の例</a></li>
</nav>
</header>
<section>
<h2>例</h2>
<p>HTML5では..........</p>
<canvas id="example" width="500" height="400"></canvas>
<video src="tgif.vid" autoplay controls></video>
</section>
<footer>
<ul>
<li><a href ="/about/">本サイトについて</li>
</ul>
</footer>
</body>
</html>
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HTML5のその他の機能

HTML5には，これまでに紹介した
機能の他に，ドラッグ&ドロップのユ
ーザインタフェースをサポートする機

能や，ブラウザのヒストリーを参照す
る機能や，フォームにおける日付や時
間の入力，スライドバーのサポート，
オフラインになってもWebアプリケ
ーションを使い続けることを可能にす

る機能など，HTMLをWebアプリケー
ションプラットフォームとするさまざ
まな機能の追加が行われています．

む　す　び

HTML5を利用した例については，
Web上に多数存在しますので，検索エ

ンジンなどで探して下さい．HTML5の
仕様については，本など多数出版され
ていますが，正式なものは参考文献に
挙げた仕様書だけですので，機能につ

いて確かめる時にはこれらを参照して
下さい．本稿のweb版は学会ホームペ
ージに掲載してあります．

（2011年1月14日受付）

ブラウザ対応状況

HTML5に対応したブラウザの状況
ですが，Google Chrome, Safari 3.1，

Firefox, Operaなどの最新バージョン
は，HTML5の機能の多くにすでに対
応していたりするので，<canvas>な
どの機能を実際に試すことができま

す．Internet Explorerも，バージョン
9からサポート予定です．

萩野
は ぎ の

達也
た つ や

1981年，京都大学理学部卒業．
1983年，同数理解析専攻修士修了．1987年，英国エ
ジンバラ大学計算機科学科博士号取得．1986年，京
都大学大型計算機センター助手．1990年，慶應義塾
大学環境情報学部専任講師．1992年，同助教授．
2001年 よ り ， 同 教 授 ． World Wide Web
Consortium, Deputy Director for Asia．

1）"HTML5, a vocabulary and associated APIs for HTML and

XHTML", World Wide Web Consortium, http://www.w3.org/TR/

html5/

2）"HTML5 differences from HTML4", World Wide Web

Consortium, http://dev.w3.org/html5/html4-differences/

参　考　文　献

キーワード募集中

この企画で解説して欲しいキーワードを会員の皆様から募集します．ホームページ（http://www.ite.or.jp）の会員の声
より入力可能です．また電子メール（ite@ite.or.jp），FAX（03-3432-4675）等でも受け付けますので，是非，編集部まで
お寄せください． （編集委員会）


